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核
兵
器
禁
止
条
約
成
立
１
周
年
目
の
原
水
爆
禁
止
２
０0

１
８
年
世
界
大
会 

大
阪
か
ら
３
５
０
名
の
代
表
団
、
広
島
に
む
け
て
出
発
！ 

ヒバクシャ国際署名（7 月 31 日現在） 

４５万９６２筆 

ニュージーランドが核兵器禁⽌条約を批准し 1４カ国に︕ 
ニュージーランドが 7月 31日、核兵器禁止条約の批准書を国連に寄託

しました。1993 年に成立した化学兵器禁止条約は４年間かかって 1997

年に発効しました。2020 年のＮＰＴ再検討会議にむけてヒバクシャ国

際署名を世界で数億をあつめ、核兵器禁止条約を発効させる必要があ

ります。かつて 1950 年に提起されたストックホルムアピール署名が世

界で 5 億をあつめ、朝鮮戦争で原爆使用を阻止する国際世論を作り出

しました。朝鮮半島の非核化にむけた大きなチャンスです。 

国際交流を通じて朝鮮半島の非核化に大きな展望を切り開く世界大会に期待膨らむ 

                                            

「
海
外
代
表
」
と
語
ろ
う
！
ピ
ー

ス
イ
ン
お
お
さ
か
」
は
、
８
月
２

日
の
国
際
会
議
で
は
じ
ま
る
原
水

爆
禁
止
２
０
１
８
年
世
界
大
会
に

海
外
か
ら
参
加
す
る
代
表
を
直
前

に
大
阪
に
迎
え
て
“
連
帯
と
交
流

ト
ー
ク
の
つ
ど
い
”
で
す
。 

１
９
９
５
年
の
被
爆

５
０
年
か
ら
取
り
組
み

始
め
て
２
３
回
目
と
な

り
ま
す
。特
に
今
年
は
、

米
朝
首
脳
会
談
が
行
わ

れ
て
、
朝
鮮
半
島
の
非

核
化
と
平
和
構
築
に
向

け
た
新
し
い
プ
ロ
セ
ス

が
開
始
さ
れ
た
下
で
、

韓
国
と
ア
メ
リ
カ
の
代

表
に
出
席
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

岩
田
理
事
長
は
、
開
会 

  

あ
い
さ
つ
で
、
「
二
人
の
海
外

代
表
は
若
手
を
代
表
す
る
理
論

家
で
あ
り
、
最
高
の
ゲ
ス
ト
」
だ

と
し
て
歓
迎
と
お
礼
を
述
べ
る
と

と
も
に
、
「
今
年
の
世
界
大
会
に

は
大
阪
か
ら
３
５
０
名
が
参
加
し
、

そ
の
ち
ょ
う
ど
半
数
が
初
参
加
者
、

平
均
年
齢
が
４
４
．
４
歳
で
あ
る

こ
と
を
紹
介
し
て
、
老
い
も
若
き

も
大
い
に
学
び
、
交
流
し
て
世
界

大
会
成
功
に
貢
献
し
よ
う
」
と
訴

え
ま
し
た
。 

韓
国
、

キ
ョ
レ
ハ

ナ
平
和
研

究
セ
ン
タ

ー
の
イ
・

ジ
ュ
ン
キ

ュ
さ
ん
は
、

「
朝
鮮
半

島
の
非
核

平
和
を
め

ぐ
る
テ
ン

ポ
は
、
速

く
な
っ
た

り
遅
く
な

っ
た
り
紆

余
曲
折
も

あ
り
、
道

の
り
は
長

く
複
雑
だ
が
、
対
話
に
よ
る
平
和

的
解
決
し
か
な
い
。
背
景
に
あ
る

の
は
、
北
朝
鮮
の
経
済
重
視
路
線

な
ど
戦
略
的
変
化
で
あ
り
、
韓
国

ム
ン
ジ
ェ
イ
ン
政
権
の
努
力
だ
。

ト
ラ
ン
プ
へ
の
期
待
も
大
き
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
軍
備

管
理
委
員
会
の
ア
リ
シ
ア
・
サ
ン

ダ
ー
ズ
・
ザ
ク
レ
さ
ん
は
、「
Ｎ
Ｐ

Ｔ
採
択
か
ら
５
０
年
が
経
つ
が
、

核
保
有
国
は
核
兵
器
を
な
く
し
て

い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
ア
メ
リ

カ
は
核
態
勢
見
直
し
（
Ｎ
Ｐ
Ｒ
）

で
１
．
７
兆
ド
ル
を
核
兵
器
開
発

に
浪
費
し
、
ロ
シ
ア
も
核
軍
拡
に

つ
き
す
す
ん
で
い
る
。
一
方
で
核

兵
器
禁
止
条
約
批
准
国
は
、
１
４

ヵ
国
に
増
え
た
。」
と
発
言
。 

会
場
か
ら
は
「
若
者
の
運
動
へ

の
参
加
を
ど
う
す
す
め
て
い
る
の

か
？
こ
の
運
動
に
か
か
わ
っ
た
動

機
は
？
」、「
朝
鮮
半
島
の
非
核
化

と
平
和
に
む
け
た
中
国
や
ロ
シ
ア

の
役
割
は
？
」、「
パ
ク
・
ク
ネ
前

大
統
領
の
計
画
し
た
戒
厳
令
と

は
？
日
本
軍
慰
安
婦
問
題
で
の
韓

国
政
府
と
国
民
の
対
応
は
？
」「
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｏ
諸
国
で
の
核
兵
器
禁
止
条

約
へ
の
対
応
は
？
」
な
ど
質
問
が

続
出
。
二
人
の
海
外
代
表
が
一 

 

つ
ひ
と
つ
丁

寧
に
答
え
て
充

実
し
た
討
論
と

な
り
ま
し
た
。

特
に
、
イ
・
ジ

ュ
ン
キ
ュ
さ
ん

は
、
南
北
首
脳
の
「
板
門
店
宣
言
」

の
「
両
首
脳
は
、
韓
半
島
で
は
も

は
や
戦
争
は
起
き
ず
、
新
た
な
平

和
の
時
代
が
開
か
れ
た
こ
と
を
８

千
万
の
我
が
同
胞
と
全
世
界
に
厳

粛
に
闡
明
し
た
。」こ
と
を
紹
介
し

た
際
に
は
万
感
の
思
い
が
こ
み
あ

げ
ら
れ
涙
声
に
な
り
ま
し
た
。
朝

鮮
半
島
に
い
き
て
き
た
方
の
強
い

思
い
を
感
じ
る
瞬
間
で
し
た
。 

ま
た
韓
国
と
ア
メ
リ
カ
国
内
を

め
ぐ
る
最
新
情
報
も
大
変
示
唆
に

富
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
ア
ッ
と
い

う
間
に
２
時
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。

参
加
者
を
代
表
し
て
８
９
歳
の
被

爆
者
で
あ
る
松
山
五
郎
さ
ん
と
世

界
大
会
に
今
回
初
参
加
の
若
い
溝

口
由
紀
さ
ん
か
ら
二
人
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
手
渡
さ
れ
、
熱
い
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
５
３

名
で
し
た
。 

今
回
、
米
朝
首
脳
会
談
を
う
け

て
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
が
大
き
な

焦
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
世
界
大

会
に
お
い
て
も
「
特
別
集
会
」
と

し
て
「
非
核
平
和
の
朝
鮮
半
島
と

ア
ジ
ア
ー
日
本
の
役
割
」
と
い
う

集
会
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

８
月
４
日
か
ら
大
阪
代
表
団
は

広
島
に
向
け
て
出
発
し
ま
す
。 

原
水
爆
禁
止
署
名
が
世
界
大
会 

を
生
み
、
原
水
協
を
成
立
さ
せ
ま

し
た
。
６
３
年 

目
の
今
年
の
世

界
大
会
は
核
兵

器
廃
絶
に
む
け

て
本
格
的
な
ス

タ
ー
ト
と
な
り

ま
す
。 
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 朝鮮半島の非核化・平和の構築を歓迎する集い 

世界大会成功にむけた各団体・地域

学習会 

今後のとりくみ 

□８月２７日（月） 

pm3時～ 

地裁 1007号法廷 

 ノーモア・ヒバクシャ訴

訟支援傍聴（西淀病院の

穐久医師の陳述） 

□９月１３日（木） 

 ９月度常任理事会開催 

※８月１２日（日）～ 

１９日（日）まで事務所閉

鎖します。 

◆世界大会参加者の皆様

にお願いです。 

「感想文」を原水協に送付

して下さい。 

７
月
２
２
日
、
中
之

島
中
央
公
会
堂
で
米

朝
首
脳
会
談
の
「
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
宣
言
」

の
合
意
を
受
け
て
、

圧
力
で
は
解
決
し
な

い
、
対
話
で
こ
そ
解

決
す
る
と
主
張
し
て

き
た
諸
団
体
が
集
ま

っ
て
、
「
朝
鮮
半
島

の
非
核
化
・
平
和
の

構
築
を
歓
迎
す
る
集

い
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
共
同
主
催
し
た

の
は
、
Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ
、

安
保
、
革
新
懇
、
原

水
協
、
平
和
委
員
会
、

日
中
、
コ
リ
ア
、
日

ベ
ト
、
ユ
ー
ラ
シ
ア

の
８
団
体
で
す
。 

朝
鮮
初
級
児
童
の

可
愛
い
朝
鮮
舞
踊
で

始
ま
っ
た
集
い
は
、

朝
鮮
学
校
へ
の
「
高

校
無
償
化
」
制
度
適

用
と
大
阪
府
・
市
の

補
助
金
支
給
再
開
を

長
崎
由
美
子
さ
ん
が
、

韓
国
の
若
者
た
ち
が
行
っ
た
ロ
ウ

ソ
ク
革
命
の
７
月
２
７
日
の
キ
ャ

ン
ド
ル
行
動
の
参
加
呼
び
か
け
を

服
部
良
一
さ
ん
、
阪
大
の
木
戸
衛

一
先
生
が
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
康
宗
憲
（
カ
ン
・
ジ

ョ
ン
ホ
ン
）
先
生
の
講
演
が
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。
「
北
東
ア
ジ
ア

の
平
和
の
た
め
に
～
朝
鮮
半
島
の

動
き
と
韓
国
の
市
民
運
動
、
そ
し

て
日
本
」
は
、
韓
国
政
府
か
ら
死

刑
判
決
を
受
け
た
康
先
生
な
ら
で

は
、
穏
や
か
な
口
調
で
あ
り
な
が

ら
説
得
力
と
確
信
を
与
え
る
お
話

で
し
た
。 

「
朝
鮮
半
島
の
戦
争
危
機
と
核
・ 

ミ
サ
イ
ル
問
題
の
本
質
」
「
４
・ 

  ２
７
南
北
首
脳
会
談
と
『
板
門
店 

宣
言
』
の
意
義
」
「
６
・
１
２
米 

朝
首
脳
会
談
と
共
同
声
明
」
を
語 

っ
た
う
え
、
「
お
わ
り
に
―
朝
鮮 

半
島
の
平
和
体
制
と
日
本
の
課 

題
」
で
次
の
よ
う
に
訴
え
ま
し

た
。 韓

国
も
日
本
も
、
ア
メ
リ
カ 

の
同
盟
関
係
を
抜
け
出
し
、
歴
史

の
転
換
期
で
あ
り「
戦
争
と
敵
対
」

か
ら
「
平
和
と
繁
栄
」
を
築
き
ま

し
ょ
う
。 

北
東
ア
ジ
ア
は
米
国
中

心
の
軍
事
同
盟
か
ら
６
カ
国
協
議
、

地
域
の
永
続
平
和
と
安
定
に
共
同

努
力
を
求
め
ま
し
ょ
う
。最
後
に
、

７
０
年
に
及
ぶ
米
朝
・
日
朝
の
敵

対
関
係
改
善
に
は
、
相
互
努
力
に

よ
る
信
頼
関
係
の
過
程
が
必
要
、

そ
の
た
め
に
も
市
民
の
交
流
を
！ 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

原
水
爆
禁
止
２
０
１

８
年
世
界
大
会 

の
成
功
を
め
ざ
し

て
各
団
体
・
地

域
で
は
事
前
の

学
習
会
や
結
団

式
が
活
発
に
と

り
く
ま
れ
ま

し
た
。 

【
耳
原
鳳
Ｏ

Ｃ
Ａ
Ｎ
】
ノ

ー
ベ
ル
平
和

賞
を
受
賞
し

た
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ

を
も
じ
っ
て

耳
原
鳳
ク
リ

ニ
ッ
ク
、
介

護
老
人
保
健

施
設
み
み
は

ら
で
「
Ｏ
Ｃ

Ａ
Ｎ
」
と
い
う

ネ
ー
ミ
ン
グ
で

反
核
・
平
和
運

動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
７
月
１

２
日
世
界
大
会
に 

参
加
す
る
職
場
の
代
表
を
送
り
出 

す
た
め
の
「
カ
レ
ー
と
学
習
会
」 

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
、
若 

い
職
員
を
世
界
大
会
に
派
遣
さ
れ 

て
い
ま
す
。
今
年
は
２
名
の
方
が 

広
島
に
派
遣
さ
れ
ま
す
。 

【
箕
面
革
新
懇
・
枚
方
革
新
懇
】 

７
月
１
４
日
、
箕
面
革
新
懇
主 

催
の
世
界
大
会
の
意
義
を
学
ぼ
う

と
学
習
会
が
３
０
名
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
同
日
、
枚
方
で
も
革
新

懇
が
４
０
名
の
参
加
で
学
習
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

【
耳
原
労
組
】
７
月
１
７
日
、
堺 

の
耳
原
病
院
の
労
働
組
合
が
原
水 

爆
禁
止
世
界
大
会
の
意
義
を
学
ぼ 

う
と
学
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

同
仁
会
耳
原
で
は
、
医
師
を
含
め 

２
６
名
が
広
島
に
派
遣
さ
れ
ま
す
。 

【
自
交
総
連
】
７
月
２
５
日
、
自 

交
総
連
（
タ
ク
シ
ー
・
自
動
車
教 

習
所
・
観
光
バ
ス
労
働
者
の
組
合
） 

は
、
９
名
の
世
界
大
会
代
表
派
遣 

を
決
定
し
、
学
習
会
を
開
催
し
ま 

し
た
。 

【
モ
ク
の
会
】
関
西
平
和
美
術
家 

の
集
ま
り
で
あ
る
モ
ク
の
会
が
、 

７
月
２
７
日
原
水
爆
禁
止
世
界
大 

会
の
学
習
会
を
７
名
の
参
加
で
開 

催
さ
れ
ま
し
た
。
７
月
３
１
日
か 

ら
８
月
５
日
ま
で
大
阪
市
立
美
術 

館
（
天
王
寺
）
で
第
６
７
回
関
西 

平
和
美
術
展
の
開
催
に
先
立
っ
て 

学
習
会
が
も
た
れ
ま
し
た
。 

【
西
淀
川
原
水
協
】
西
淀
川
原
水 

協
は
、
７
月
３
０
日
５
８
名
の
参 

加
で
世
界
大
会
結
団
式
を
開
催
し 

ま
し
た
。
西
淀
川
で
は
、
バ
ス
一 

台
、
３
８
名
で
参
加
し
ま
す
。
う 

ち
２
０
名
が
青
年
で
す
。
韓
国
か 

ら
の
医
学
生
２
２
名
も
現
地
で
合 

流
し
、
６
０
名
の
大
世
帯
で
す
。 

【
ヘ
ル
ス
コ
ー
プ
・
医
療
労
組
お 

お
さ
か
】
７
月
３
１
日
、
ヘ
ル
ス 

コ
ー
プ
お
お
さ
か
と
医
療
労
組
お 

お
さ
か
の
合
同
の
世
界
大
会
結
団 

式
が
６
０
名
以
上
の
参
加
者
で
開 

催
さ
れ
ま
し
た
。
生
活
協
同
組
合 

ヘ
ル
ス
コ
ー
プ
お
お
さ
か
と
医
療 

労
組
お
お
さ
か
は
、
毎
年
合
同
で 

２
０
名
か
ら
３
０
名
の
代
表
を
派 

遣
さ
れ
ま
す
。
今
回
広
島
に
は
２ 

４
名
が
参
加
さ
れ
ま
す
。
今
年
度 

の
世
界
大
会
の
意
義
を
学
ぶ
学
習 

会
に
続
い
て
代
表
団
の
決
意
表
明
、 

そ
し
て
大
阪
う
た
ご
え
協
議
会
の 

み
な
さ
ん
の
平
和
の
歌
声
が
披
露 

さ
れ
、
参
加
者
一
同
で
合
唱
し
ま 

し
た
。 

【
堺
原
水
協
】
８
月
１
日
、
堺
原 

水
協
の
結
団
式
が
３
０
名
の
参
加 

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の 

世
界
大
会
の
意
義
を
学
ん
だ
あ
と
、 

世
界
大
会
に
参
加
さ
れ
る
代
表
が 

一
人
ひ
と
り
自
己
紹
介
を
し
な
が 

ら
決
意
表
明
を
さ
れ
ま
し
た
。
堺 

は
第
１
回
の
世
界
大
会
時
も
、
８ 

月
２
６
日
に
堺
市
立
高
等
学
校 

（
現
、
府
立
堺
西
高
等
学
校
）
で 

 

原
水
爆
禁
止
堺
大
会
を
開
催
さ
れ 

た
伝
統
あ
る
地
域
で
す
。
今
年
度 

は
、
同
仁
会
耳
原
を
中
心
に
し
な 

が
ら
コ
ス
モ
ス
９
条
の
会
、
大
阪 

み
な
み
医
療
福
祉
生
活
協
同
組
合
、 

堺
市
職
労
、
共
産
党
堺
地
区
な
ど 

５
１
名
の
大
代
表
団
を
派
遣
し
ま 

す
。 

【
大
教
組
】
８
月
２
日
、
大
教
組 

が
今
年
度
世
界
大
会
の
結
団
式
を 

開
催
し
ま
し
た
。
大
教
組
は
、
２ 

３
名
、
平
均
年
齢
３
４
歳
と
い
う 

若
い
教
職
員
で
代
表
団
で
す
。 

世
界
大
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
使
っ 

た
学
習
会
で
し
た
。 

  


